
                                （記載例） 

事業計画書 

                                令和 ６ 年 ４月 １日 

事業の名称 子ども食堂で子どもたちを笑顔に！ 

事業の期間 令和 ６ 年 ６ 月 １ 日 ～ 令和 ７ 年 ３ 月 20 日 

事業の目的・趣旨 

食の提供を通して、子どもたちの貧困の解消や、子どもが地域とかかわ

りを持つ機会をつくります。 

 

 

 

 

事業の内容 

 

（別紙添付 有・無 ） 

 ５月から毎月１回、公民館等、気軽に集まりやすい場所で子ども食堂

を開催します。衛生管理については、手洗いや食材管理等についてマニ

ュアルを作成し、参加者全員で実施します。 

 参加者は基本的に地域のボランティアになります。既存のボランティ

アのほか、新たにボランティアを増やしていきたいです。補助金は主に

会場の借用に伴う費用のほか、子ども食堂の開催周知や新規ボランティ

ア獲得のための広告費等に充てます。 

 単純に食事を提供するだけではなく、子どもたちに普段の生活の様子

を聴いたり、保護者の方の悩みを聴く時間を設けたりすることで、子育

てを地域で支えていく意識を高めます。 

 

開催回数：子ども食堂11回 

参加対象：○○小学校区に住所がある小・中学生 

参加人数：毎回10人程度 

開催場所：●●公民館ほか 

 

 

 

 

 

 

 

期待される事業効果 

 食事の提供により、子どもたちの貧困の解消につながるほか、参加者

の生活の様子や悩みを聴くことで、心に寄り添い、地域で子育てを支え

る、応援する体制がつくられます。 

 

 

 

事業効果の評価方法 

 子ども食堂の開催のたび、参加者に対して、感想等を聞くためのアン

ケートを実施します。得られた回答は一覧表で管理し、実施者間で共有

することで、次回の開催がより良いものになるようにします。 

 

 

 

  



事業実施 

スケジュール 

 

（別紙添付 
 

有 ・ 無 ） 

６月 第２回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標15人（ボランティア含む） 

 

 

 

７月 第３回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標15人（ボランティア含む） 

 

 

 

８月 第４回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標25人（ボランティア含む） 

 

 

 

９月 第５回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標25人（ボランティア含む） 

 

 

 

10

月 

第６回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標25人（ボランティア含む） 

 

 

 

11

月 

第７回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標25人（ボランティア含む） 

 

 

 

12

月 

第８回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標25人（ボランティア含む） 

 

 

 

１月 第９回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標15人（ボランティア含む） 

 

 

 

２月 第10回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標15人（ボランティア含む） 

 

 

 

３月 第11回子ども食堂 ●●公民館 参加者目標15人（ボランティア含む） 

年度全体の振り返りと今後の活動のための打合せ会議 

 

 

  



推進部門

について 

（推進部

門に該当

しない場

合は記入

不要） 

推進部門 

項目 

（該当する

ものに○を

記入） 

ア 

もりおか子

育て応援プ

ラザを活用

する活動 

イ 

結婚支援に

係る活動 

 

ウ 

子どもの居

場所づくり

に係る活動 

エ 

子どもの貧

困対策に資

する活動 

オ 

子ども・子

育てへの理

解が深まる

活動 

推進部門と

して取り組

む理由 

（事業と推

進部門項目

との関連性

等） 

子ども食堂を開催した当初、まずは温かい食事を提供して子どもたち

の空腹を満たそうと努力しました。実施回数が増えるにつれ、子ども食

堂は単純に空腹を満たすためだけではなく、大人が子どもたちに寄り添

う場であり、子どもたちが自分の考えを声に出せる場であること、ひい

ては子どもたちの親の悩みを把握し支援につなげる役割を持つものだと

実感しました。 

 このことから、～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


